
油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場所には置
かない
上記のような場所に置くと、故障の原因となる
ことがあります。取扱説明書に記されている使
用条件以外の環境でのご使用は、故障の原因と
なることがあります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると故障の原因となり
ます。万一、水や異物が入ったとき
は、お買い上げ店またはソニーサー
ビス窓口にご相談ください。そのま
まコンピュータに接続すると、コン
ピュータの故障の原因になることが
あります。

内部を開けない
内部の点検、修理はお買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご依頼ください。

直射日光のあたる場所や熱機具の近くに設
置・保管しない
内部の温度が上がり、故障の原因となることが
あります。

保証書とアフターサービス

保証書

• この製品は保証書が添付されていますので、お買い上げ
の際、お買い上げ店からお受け取りください。

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切
に保存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この取扱説明書をもう1度ご覧になってお調べください。
また、下記「お問い合わせ窓口のご案内」にあるURLか
ら、カスタマーサポートのホームページもあわせてご覧く
ださい。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓口にご相談
ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料
で修理させていただきます。

部品の保有期間について
当社ではマウスの補修用性能部品（製品の機能を維持する
ために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有してい
ます。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただ
きます。保有期間が経過したあとも、故障箇所によっては
修理可能の場合がありますので、お買い上げ店またはサー
ビス窓口にご相談ください。

お問い合わせ窓口のご案内
本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われると
きのご相談については、下記のお問い合わせ先をご利用くださ
い。

ホームページで調べるには k コンピュータ関連
アクセサリーカスタマーサポートへ

http://www.sony.co.jp/support/pc-acc/　

マウスに関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせと
その回答をご案内しています。

電話・FAXでのお問い合わせは k お客様ご相談
センターへ（下記ナビダイヤル・FAX番号）

本機の商品カテゴリーは[オーディオ商品]-[ラジオ・ラジカセ
などの小型オーディオ] です。

お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。
●型名：SMU-WSM2

SMU-WSL2
●ご相談内容：できるだけ詳しく
●お買い上げ年月日

●ご使用のパソコンの環境

– ご使用のパソコンの機種名
– メモリー容量
– ハードディスクなどの容量
– OSの種類

取扱説明書
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らない
と、火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いくださ
い。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管
してください。

  2004  Sony Corporation     Printed in China

SMU-WSM2/WSL2

USBワイヤレスマウス

主な仕様
インターフェイス デスクトップコンピュータ：USB、

PS/2（接続変換アダプター使用時）
ノートブックコンピュータ：USB

コネクタ USBプラグ
PS/2（接続変換アダプター）

分解能 800 counts/inch
送信周波数 27 MHz
チャンネル 1 ch 8190ID
電界強度 500 µV/m
到達距離 約1 m（この距離は、おおよその目安であり受

信環境により短くなる場合があります。）
電源 単4形アルカリ乾電池×2
対応機種 - USB A端子またはPS/2端子付きデスクトッ

プパソコン
- USB A端子付きノートブックパソコン
- IBM PC/AT互換機（CPUはペンティアム相
当以上）

- Apple製パソコン（CPUはPower PC
G3/G4/G5 350MHz以上）

対応OS - Windows XP Media
Center Edition 2004、

Windows XP Professional、
Windows XP Home Edition、
Windows 2000 Professional、
Windows Millennium Edition、
Windows 98 Second Edition

- Mac OS 9.1以降（Mac OS 9.xは、1ボタン
仕様の対応となります。）
（上記以外のOSではご使用になれません。ま
た、日本語版標準インストールのみ対応で
す。OSアップグレードパソコンは動作保証さ
れません。）

動作温度 5 ℃ ～ 35 ℃
動作湿度 20 ％ ～ 80 ％（結露のないこと）
保存温度 –10 ℃ ～ 60 ℃
保存湿度 10 ％ ～ 90 ％（結露のないこと）
外形寸法 マウス本体 約59 × 33 × 103 mm

（SMU-WSM2）
約66 × 35 × 120.5 mm
（SMU-WSL2）
（幅 × 高さ × 奥行き）

受信ユニット 約19 × 13 × 74 mm
（縦 × 横 × 高さ）

受信ユニットスタンド 約∅ 50 × 28 mm
（直径 × 高さ）
約1.5 m（コードの長さ）

質量 マウス本体 約87 g （SMU-WSM2）（電池含む）
約95 g （SMU-WSL2） （電池含む）

受信ユニット 約14 g
受信ユニットスタンド 約60 g （コード部含む）

電池持続時間 約1.3ヶ月（一般使用時）（単4形アルカリ乾電池
使用）

付属品 受信ユニット（1）、受信ユニットスタンド
（1）、接続変換アダプター（USBtPS/2）
（1）、単4形乾電池（2、お試し用）、取扱説明書
（2）、保証書（1）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあ
りますが、ご了承ください。

使用上のご注意

使用・保管場所について

湿気の多いところや温度の高いところ、激しい振動のある
ところ、直射日光の当たるところで使用したり保管しない
でください。

操作について

急激な温度変化は避けてください。寒いところから暖かい
ところに移したり、室温を急に上げた直後は使わないでく
ださい。内部に結露が生じている場合があります。

異常や不具合が起きたら

万一、異常や不具合が起きたとき、異物が中に入ったとき
は、お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依
頼ください。

安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しか
し、電気製品はまちがった使いかたをすると、火災や感電
などにより人身事故につながることがあり危険です。事故
を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る

注意事項をよくお読みください。製品全般の注意事項が記
載されています。

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、
すぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご
依頼ください。

万一、異常が起きたら

お買い上げ店ま
たはソニーサー
ビス窓口に修理
を依頼する

b

• 異常な音、においがしたら
• 内部に水、異物が入ったら
• 製品を落としたり、キャビ
ネットを破損したとき

警告表示の意味
取扱説明書では、次のような表示をしています。表示
の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電・漏
液・発熱・破裂などにより
死亡や大けがなどの人身事
故が生じます。

この表示の注意事項を守ら
ないと、火災・感電などに
より死亡や大けがなどの人
身事故につながることがあ
ります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の家財に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

下記の注意事項を守らないと
けがをしたり周辺の物品
に損害を与えたりすること
があります。

電池についての安全上のご
注意
液漏れ・破裂・発熱・発火による大けが
や失明を避けるため、下記の注意事項を必
ずお守りください。

本機では以下の電池をお使いいただけます。
電池の種類については、電池本体上の表示をご確認く
ださい。

乾電池
アルカリ単4形

乾電池が液漏れしたとき
乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわらな
い
液が本体内部に残ることがあるため、お客様ご相談セ
ンターまたはソニーサービス窓口にご相談ください。
液が目に入ったときは、失明の原因になることがある
ので目をこすらず、すぐに水道水などのきれいな水で
充分洗い、ただちに医師の治療を受けてください。
液が身体や衣服についたときも、やけどやけがの原因
になるので、すぐにきれいな水で洗い流し、皮膚に炎
症やけがの症状があるときには医師に相談してくださ
い。

• 機器の表示に合わせて＋と－を正しく入れる。
• 充電しない。
• 火の中に入れない。分解、加熱しない。
• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒に携
帯・保管しない。ショートさせない。

• 液漏れした電池は使わない。
• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときも
取りはずす。

• 新しい電池と使用した電池、種類の違う電池を混ぜて使
わない。

• 火のそばや直射日光のあたるところ・炎天下の車中な
ど、高温の場所で使用・保管・放置しない。

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしな
い。

• 指定された種類以外の電池は使用しない。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としてい
ますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近
接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあ
ります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下
さい。

• MicrosoftおよびWindowsは、米国Microsoft
Corporationの米国およびその他の国における登録商標ま
たは商標です。

• Apple, Macintosh, Mac, MacOSは、米国およびその他
の国で登録されているApple Computer, Inc.の登録商標ま
たは商標です。

• Power PC は、米国IBM Corporationの登録商標または商
標です。

• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般
に各開発メーカーの登録商標あるいは商標です。なお、本文
中では™、®マークは明記していません。

2-348-573-01(1)

本体／付属品を確かめる
本機をお使いになる前に、すべてそろっているか確かめて
ください。不足しているものがありましたら、お買い上げ
店またはソニーサービス窓口、お客様ご相談センターにご
連絡ください。

接続変換アダプター
（USBtPS/2）（デスクトップコンピュータ用）

受信ユニットスタンド SMU-WCUS110

単4形乾電池（2本、お試し用）
取扱説明書（2部）
保証書

各部のなまえ

1 ホイールボタン

2 右ボタン

3 左ボタン

4 POWER
ON/OFFスイッチ

5 電池フタ

6 光学センサーLED
7 SETボタン
受信ユニットとマウス
を認識させるときに使
います。

受信ユニット
SMU-WCRC110

マウス SMU-WSM2/WSL2

電池の入れかた

1 マウス本体底面にあるPOWER ON/OFFスイッチを
OFFにする。

2 電池ケースのフタを図のように開ける。

3 ＋と－の向きを確認し、乾電池2本を入れる。

4 電池のフタを図のように閉じる。
POWER ON/OFFスイッチをONにすると、光学センサー
LEDが点滅します。

ご注意

• 付属の乾電池はお試し用ですので、新しい乾電池より使用時間
が短くなります。お使いになる際には、新しいアルカリ乾電池
をおすすめします。

• 航空機内での無線機器の使用は、航空機の運行に支障をきたす
恐れがあるため禁止されています。マウスを機内に持ち運ぶ場
合は、ボタンなどが押され、電波が発生する恐れがありますの
で、電池を抜いて携帯してください。

節電について
本マウスは、電池の消耗を抑えるためにPOWER ON/
OFFスイッチとスリープモード機能を搭載しています。

POWER ON/OFFスイッチ
本マウスのPOWER ON/OFFスイッチをOFFにすると、本マウ
スの電源を切ることができ、電池の消耗を抑えます。

スリープモード
マウスをしばらく使わないと入力が感知されないため、自動的に
スリープモードに入り電池の消耗を抑えます。

マウスを使わないときは
図のようにマウスの底面に
あるPOWER ON/OFFス
イッチをOFFに切り換えて
おくと、電池の消耗を抑え
ることができます。
ただし長時間使用しないと
きは電池を抜いておいてく
ださい。

電池の交換時期
電池が消耗してくると、受信ユニットのモニターLEDが赤
色に点滅します。赤色に点滅しだしたら、新しいアルカリ
乾電池と交換してください（コンピュータの電源がOFFの
ときは、モニターLEDは点滅しません）。

ご注意

電池が消耗し、モニターLEDが赤色に点滅している際にマウスを
動かすと、モニターLEDがオレンジ色に点滅する場合がありま
す。これは、電池の交換を知らせる赤色と、受信ユニットがマウ
スからの電波を受け取っていることを知らせる緑色が同時に点滅
するためで、故障ではありません。
電池を交換しても、モニターLEDが緑色に点滅しない場合は、「ワ
イヤレスマウスを使うための設定」を確認して、もう一度設定し直
してください。

8 モニターLED
マウスからの電波を受け
ると、緑色に点滅しま
す。電池が消耗すると、
赤色に点滅します。

9 SETボタン
マウスと受信ユニットを
認識させるときに使いま
す。

受信ユニット

表面

8

側面
9

マウス

正面

3

1

2

底面

7

6

5

4
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Windowsをお使いの場合

USB端子に接続する場合
本マウスは、受信ユニットをコンピュータのUSB端子に
接続するだけで認識され、使用できるようになります。
はじめて本マウスを使用するときは、受信ユニットをコン
ピュータに接続したあと、初期設定が必要です。初期設定
については、「ワイヤレスマウスを使うための設定」をご
覧ください。

1 コンピュータを起動する。 　　　　

2 受信ユニットをコンピュータのUSB端子に接続する。
コンピュータがマウスを自動的に認識し、使用できる
ようになります。

ご注意

一部のコンピュータでは、OSのディスクを要求される場合があり
ます。その場合はコンピュータの指示に従って操作してくださ
い。

z ヒント
• 本マウスの受信ユニットは、コンピュータの電源が入った状態
でも、接続したり取りはずしたりすることができます。

• ポインタの速度設定などは、マウスプロパティを開いて行って
ください。

PS/2端子に接続する場合
本マウスは、付属の接続変換アダプターを使ってデスク
トップコンピュータのPS/2端子に受信ユニットを接続し
て、コンピュータの電源を入れるだけで、マウスが認識さ
れ、使用できるようになります。（ノートブックコン
ピュータではPS/2接続はできません。）はじめて本マウス
を使用するときは、受信ユニットをコンピュータに接続し
たあと、初期設定が必要です。初期設定については、「ワ
イヤレスマウスを使うための設定」をご覧ください。

1 コンピュータの電源をOFFにする。

2 付属のPS/2接続変換アダプターを使用し、受信ユニッ
トをコンピュータのPS/2端子に接続する。

3 コンピュータを起動する。
コンピュータがマウスを自動的に認識し、使用できる
ようになります。

 　　　　

ご注意

• PS/2端子に接続したり、取り外したりするときは、コンピュー
タの電源をOFFにしてから行ってください。

• 付属のPS/2接続変換アダプターは、本マウス専用です。他の
PS/2接続変換アダプターは、使用しないでください。また、付
属のPS/2接続変換アダプターを本マウス以外では使用しないで
ください。

zヒント

ポインタの速度設定などは、マウスプロパティを開いて行ってくださ
い。

Macintoshをお使いの場合
Mac OS 9.1以降をお使いの場合は、 受信ユニットを
USB端子に接続するだけで、マウスが認識され使用でき
るようになります。（Mac OS 9.x は1ボタン仕様）
はじめて本マウスを使用するときは、受信ユニットをコン
ピュータに接続したあと、初期設定が必要です。初期設定
については、「ワイヤレスマウスを使うための設定」をご
覧ください。

1 コンピュータを起動する。

2 受信ユニットをコンピュータまたはキーボードのUSB
端子に接続する。

自動的にコンピュータがマウスを認識し、使用できる
ようになります。

ご注意

Mac OS 9.xは、1ボタン仕様の対応となります。

zヒント
• 本マウスの受信ユニットは、コンピュータの電源が入った状態
でも接続したり取りはずしたりすることができます。

• ポインタの速度設定などはOS標準のマウス設定画面から行って
ください。

マウスのボタンを
押しても反応しな
い

スクロールしない

ホイールを回転し
てもズーム機能が
動作しない

マウスを動かし、
ポインタが動くま
でに時間がかかる

モニターLEDがオ
レンジ色に点滅す
る

ノートブックコン
ピュータでポイン
タ速度が設定でき
ない

マウス使用時で
も、液晶ディスプ
レイが暗くなった
り、省電力動作
モードに入る

ワイヤレスマウスを接続する
本マウスは、USB接続に対応したワイヤレスマウスです。
デスクトップコンピュータでは、付属の接続変換アダプ
ターを使ってPS/2端子にも接続することができます。

はじめに
現在ご使用中のマウスが接続されている場合は、そのマウ
スを取りはずしてください。

ご注意

• 受信ユニットをUSB端子に接続するときやコンピュータを起動
する際に、受信ユニットのモニターLEDが一時的に赤く点灯す
る場合があります。マウスが認識されると消灯しますので、故
障ではありません。

• 本マウスの受信ユニットをコンピュータに接続するとき、また
はコンピュータを起動するときは、認識されるまでマウスを動
かさないでください。

• USBハブを使ってコンピュータに接続しないでください。
• コンピュータやOSの状況によっては、動作しなかったり、動作
が不安定となったりすることがあります。その場合は、「故障か
な？と思ったら」をご覧ください。

• USB端子から受信ユニットを抜いたあとに、再び差し直す場合
は、約5秒待ち、再び差し込んでください。（デバイスの認識が
されない場合があります。）

• 受信ユニットをコンピュータに接続した状態で、受信ユニット
に力を加えると、受信ユニットが破損したり、コンピュータが
故障したりする場合がありますので、注意してください。

• ノートブックコンピュータを持ち運ぶときは、必ず受信ユニッ
トを取り外してください。（ノートブックコンピュータに）受信
ユニットを接続したまま持ち運ぶと、破損の原因になる場合が
あります。

• 本マウスをノートブックコンピュータでお使いの場合は、USB
端子への接続のみでご使用ください。ノートブックコンピュー
タへPS/2接続すると、内蔵のポインティングデバイスや本マウ
スの動作がおかしくなることがあります。

受信ユニットスタンドの使いかた

USB端子がコンピューターの背面にあったり、コン
ピューターの本体を机の下に設置してあるなど、マウスを
受信ユニットから離れた所で使うときは、受信ユニットを
付属の受信ユニットスタンドに接続すると、受信ユニット
をマウスの近くに置いて使えるようになります。

1 受信ユニットスタンドのジャック部に受信ユニットを
図のように差し込む。
受信ユニットの凹部と受信ユニットスタンドの凸部を合わせて
ください。

ご注意

この受信ユニットスタンドは、本マウスの受信ユニット専用です。
他の機器は絶対に差し込まないでください。

2 受信ユニットスタンドをコンピュータのUSB端子、あ
るいはPS/2端子に接続する。

zヒント

受信状態を安定させるために、
図のように受信ユニットスタン
ドをコンピュータ側に置き、マ
ウスを手前に置いてください。
その際には、マウスを動作させ
て、マウスからの信号を受信し
やすい位置に受信ユニットスタ
ンドを設置してください。

共通
　

症状

マウスがまったく
動作しない／ポイ
ンタが動かない

マウスを動かして
も、ポインタがと
きどき動かない

原因／対策

• 受信ユニットのモニターLEDが赤色に点滅して
いる。
→ 新しい電池に交換してください。
（マウスをしばらく使わなかったときや、コ
ンピュータの電源をOFFにしたりすると、
モニターLEDの赤色が一時的に消える場合
がありますが、マウスを使いしばらくする
と再び点滅します。モニターLEDが赤色に
点滅したら、早めに電池を交換してくださ
い。）

• マウスからの電波を受信ユニットが受信してい
ない。
→ 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接
続して、マウスに近づけてください。マウ
スからの電波を受信ユニットが受信する
と、モニターLEDが緑色に点滅します。そ
れでも受信しない場合は、「ワイヤレスマウ
スを使うための設定」をもう1度行ってくだ
さい。また、「ワイヤレスマウスの設置環境
について」を参照してください。

• 読み取りセンサーが正しく動作していない。
→ 光学読み取りセンサーの特質上、マウスを
使う場所（ガラス、鏡など光沢のある面）に
よっては、センサーが誤動作し、正常に動
かない場合があります。その場合は、マウ
スパッドを使うか、他の物をマウスの下に
敷く、または場所を変えてお使いくださ
い。

• USBコネクタが正しく接続されていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してか
ら、コネクタを接続し直してください。
（USB端子から、マウスの受信ユニットを
含むUSB機器を抜いたあとに再び接続する
場合は、約5秒間待ってから接続してくだ
さい。）

• USB端子からの認識がされていない。
→ コンピュータに別のUSB端子がある場合
は、別のUSB端子に接続してみてくださ
い。
（USB端子から、マウスの受信ユニットを
含むUSB機器を抜いたあとに再び接続する
場合は、約5秒間待ってから接続してくだ
さい。）

→ マウスの受信ユニットを接続したままコン
ピュータの電源をシャットダウンして、約
30秒後に再び起動してください。それでも
マウスがまったく動作しない場合は、何度
かこの操作を繰り返してください。

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータに直接接続してみてくださ
い。

• POWER ON/OFFスイッチがOFFになってい
る。
→ POWER ON/OFFスイッチをONにしてく
ださい。

• マウスからの電波を受信ユニットが受信してい
ない。
→ 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接
続して、マウスに近づけてください。マウ
スを動作させたとき、マウスからの電波を
受信ユニットが受信すると、モニターLED
が緑色に点滅します。それでも動かない場
合は、「ワイヤレスマウスを使うための設
定」をもう1度行ってください。

• 近くで、別のワイヤレスマウスを使用してい
る。
→ 本マウスを、他のワイヤレスマウスから約

1m以上距離をあけて、使用してください。
• 近くに電磁波を出す電子機器がある。（モニ
ター、蛍光灯など）
→ 受信ユニットおよびマウスを電子機器より
離して使用してください。

• 読み取りセンサーが正しく動作していない。
→ 光学読み取りセンサーの特質上、マウスを
使う場所（ガラス、鏡など光沢のある面）に
よっては、センサーが誤動作し、正常に動
かない場合があります。その場合は、マウ
スパッドを使うか、他の物をマウスの下に
敷く、または場所を変えて使用してくださ
い。

故障かな？と思ったら
修理にお出しになる前に、もう1度点検してください。そ
れでも正確に動作しないときは、お買い上げ店またはソ
ニーサービス窓口、お客様ご相談センターにお問い合わせ
ください。

• マウスからの電波を受信ユニットが受信してい
ない。
→ 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接
続して、マウスに近づけてください。マウ
スからの電波を受信ユニットが受信する
と、モニターLEDが緑色に点滅します。そ
れでも動かない場合は、「ワイヤレスマウス
を使うための設定」をもう1度行ってくださ
い。

• USBコネクタが正しく接続されていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してか
ら、コネクタを接続し直してください。

• 対応以外のOSを使用している。
→ 対応OSをお使いください。

• マウスからの電波を受信ユニットが受信してい
ない。
→ 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接
続して、マウスに近づけてください。マウ
スからの電波を受信ユニットが受信する
と、モニターLEDが緑色に点滅します。そ
れでも動かない場合は、「ワイヤレスマウス
を使うための設定」をもう1度行ってくださ
い。

• 対応以外のOSを使用している。
→ 対応OSをお使いください。

• スクロール機能に対応していないソフトウェア
を開いている。
→ ソフトウェアによっては、スクロール機能
に対応していない場合があります。

• アプリケーションがズーム機能に対応していな
い。
→ ズーム機能に対応したアプリケーションの
み機能します。

• マウスがスリープモードになっている。
→ マウスをしばらく使わないと、電池の消耗
を少なくするためスリープモードになりま
す。ポインタが動きだすまでに時間がかか
りますが、故障ではありません。

• 電池残量が少なくなっている。
→ マウスからの電波を受信ユニットが正常に
受信していることを知らせる緑色と、電池
の交換を知らせる赤色が混ざり、オレンジ
色に見えます。電池残量が少なくなってい
ますので、新しい電池と交換してくださ
い。

• ノートブックコンピュータに内蔵されているポ
インティングデバイスが優先されている。
→ ノートブックコンピュータの仕様によって
は、マウスプロパティでポインタの設定速
度を変更しても、タッチパッド操作でのポ
インタ速度のみが変更されて、マウス操作
でのポインタ速度は変更されない場合があ
ります。

• USB機器は使用中でも、コンピュータが省電力
動作モードに入る機器があります。
→ 省電力動作モードに入らないようにするに
は、ノートブックコンピュータのパワーマ
ネジメント機能の設定を変更します。詳し
くは、ノートブックコンピュータ本体の取
扱説明書、または電子マニュアルをご覧く
ださい。

→ タッチパッドあるいはキーボードを操作す
ると、省電力モードから復帰します。

ワイヤレスマウスを使うための
設定
本マウスをはじめて使う前に、受信ユニットにマウスを認
識させます。
はじめに、受信ユニットをコンピュータに接続してくださ
い。接続方法については、「ワイヤレスマウスを接続する」
をご覧ください。

ご注意

受信ユニットとマウスを10cm位に近づけて、認識させてくださ
い。（認識が終了するまでは、マウスを受信ユニットから離さない
でください。）

1 受信ユニットの側面にあるSETボタンを押す。
モニターLEDが緑色にゆっくりと点滅します。

2 受信ユニットのモニターLEDが緑色にゆっくりと点滅
している間に（約60秒間）、マウス底面にあるSETボ
タンを押す。
受信ユニットがマウスを認識すると、モニターLEDの
緑色が早く点滅し（約2秒間）、
設定が終了します。
正しく設定ができると、マウス
を動かしたときに、受信ユニッ
トのモニターLEDが緑色に点滅
し、ポインタが動きます。ポイ
ンタが動かない場合は、もう1度
手順1から行なってください。

ご注意

受信ユニットとマウスの設定時以外に、マウス側のSETボタンを
押さないようにしてください。受信ユニットの認識が解除され、
動作できなくなります。
SETボタンを押してしまい、動作できなくなった場合は、「ワイヤ
レスマウスを使うための設定」をもう1度行ってください。

ワイヤレスマウスの設置環境に
ついて
• 受信ユニットスタンドを使用する場合は、コンピュータのモニ
ター、蛍光灯などの電磁波を発生する機器から20cm以上離し
て使用してください。

• スチール製の机、または机の種類によっては、到達距離1m以内
であっても、極端に電波の受信状態が悪くなる場合がありま
す。その場合は、以下の方法を試してみてください。
– 厚手のマウスパッドなどを使って、マウスと手首が直接机に
触れないようにする。

– 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して、できるだ
けマウスに近づけて置く。

– 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して、少し高い
位置に置く。

– 受信ユニットスタンドのケーブルを束ねない。
– 受信ユニットスタンドのケーブルの置きかたを変え、机の表
面から離す。

– 受信ユニットスタンドの設置方向を変える。
• マウスや受信ユニットの近くに机以外の金属製のものがある場
合は、20cm以上離して使用してください。

• 電波の受信範囲は約1mですが、電波障害を受けやすい環境では
受信範囲が狭くなりますので、ご注意ください。

• 受信部の約1m以内で、本機以外の同じ周波数帯を使用した機器
を使用していると、電波障害のためポインタが動かなくなる場
合があります。その場合は、受信ユニットと本機のマウスを近
づける、または他の機器から離して使用してください。

• 受信ユニットとマウスは、なるべく近づけて使用してくださ
い。また、受信ユニットを受信ユニットスタンドに接続して使
用する場合、マウスより手前に置くと手などの影響を受けやす
く、受信状態が悪くなるのでお薦めできません。

Windowsの場合

症状

USBコネクタにマ
ウスを接続したら
「新しいデバイスの
追加ウィザード」
が表示された

マウスプロパティ
の設定が有効にな
らない

マウスがまったく
動作しない／ポイ
ンタが動かない
（USB接続）

マウスがまったく
動作しない／ポイ
ンタが動かない
（PS/2接続）

Macintoshの場合
　

症状

マウスがまったく動
作しない／マウスの
動作がおかしい

原因／対策

• マウスからの電波を受信ユニットが受信してい
ない。
→ 受信ユニットを受信ユニットスタンドに接
続して、マウスに近づけてください。マウ
スからの電波を受信ユニットが受信する
と、モニターLEDが緑色に点滅します。そ
れでも動かない場合は、「ワイヤレスマウス
を使うための設定」をもう1度行ってくださ
い。

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータに直接接続してください。

原因／対策

• 複数のUSBコネクタを持つコンピュータを使っ
ている。
→ コンピュータによっては、USB機器用ドラ
イバはコネクタごとにインストールする必
要があります。「新しいデバイスの追加ウィ
ザード」の［キャンセル］をクリックして、
すでにドライバをインストールしてある
USBコネクタにつなぎ直すか、それぞれの
コネクタにドライバをインストールしてく
ださい。

• USB端子にマウスが2つ以上接続されている。
→ 他のマウスを外してください。

• SMU-S1、SMU-C1などに付属されている
ユーティリティードライバソフトをインストー
ルしている。
→ SMU-S1、SMU-C1などに付属されている
ユーティリティードライバソフトには対応
していません。アンインストールして再起
動してください。OSでサポートされている
マウスのプロパティの設定が有効になりま
す。アンインストールのしかたについて
は、お使いのソフトウェアの取扱説明書な
どをご覧ください。

• 他のマウス（SONY製も含む）のユーティリ
ティードライバソフトがインストールされてい
る。
→ アンインストールして再起動してくださ
い。OSでサポートされているマウスのプロ
パティの設定が有効になります。アンイン
ストールのしかたについては、お使いのソ
フトウェアの取扱説明書などをご覧くださ
い。（ノートブックコンピュータでは、タッ
チパッド機能が損なわれます。）

• コンピュータでUSBが認識されていない。
→ 動作する他のマウスまたはキーボードを使
用して、次の内容をお試しください。「コン
トロールパネル」から「システム」を開き、
デバイスマネージャの項目を確認してくだ
さい。USBデバイスアイコンやマウスアイ
コンに「！」が表示されている場合は、「！」
を選び「削除」をクリックし、コンピュータ
を再起動してください。

• BIOSでUSBが認識されていない。
→ コンピュータのデフォルト設定で、BIOS
設定のUSBポートが「無効」（Disabled）
になっている場合があります。コンピュー
タの取扱説明書などに従ってUSBポートを
「有効」（Enabled）に変更してください。

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータに直接接続してください。

• コンピュータの電源が入っている状態でマウス
の受信ユニットをPS/2端子に接続した。
→ マウスの受信ユニットをPS/2端子に接続し
てからコンピュータの電源を入れてくださ
い。


